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水道の手続き、水道の漏水や濁り、工事の申込み、
各種証明など水道に関する問合せは

群馬東部水道企業団館林支所
０２７６－８０－３２０１

※ 休日・夜間の場合は、自動音声ガイダンスに切り替わ
ります。切り替わるまで電話を切らず、アナウンスに
従って用件をお伝えください。

○ 板倉営業所（役場窓口）は、館林支所に統合されました。

　

お
口
の
ケ
ア
を
怠
る
と
要
介
護

状
態
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
の

「
健
口
」
ケ
ア
で
介
護
予
防
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
22
日
㈭　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
３
階
第
２
・

３
会
議
室

内
容　

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
お

口
の
ケ
ア
に
関
す
る
講
義

講
師　

館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会 

谷た
に

山や
ま

愛あ
い　

歯
科
衛
生
士

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

８
月
15
日
㈭　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

家
族
な
ど
の
介
護
経
験
や
思
い

を
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。
言
葉
に

す
る
だ
け
で
気
持
ち
が
軽
く
な
っ

た
り
、
介
護
経
験
を
語
る
こ
と
で

誰
か
の
介
護
を
軽
減
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
時　

８
月
23
日
㈮　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場
所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

学
習
室

内
容　

介
護
に
関
す
る
経
験
や
思

い
を
語
る
グ
ル
ー
プ
で
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク

募
集
人
数　

20
人

対
象
者　

家
族
な
ど
の
介
護
を
し

て
い
る
か
た
ま
た
は
介
護
の
経
験

が
あ
る
か
た

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

楽
し
く
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
せ
ん
か
。
初
め
て
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

日
程　

９
月
４
日
㈬
、
11
日
㈬

※
ど
ち
ら
の
日
程
も
同
じ
内
容
で

す
。
申
込
み
時
に
、
希
望
の
日
程

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

時
間　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

中
央
公
民
館
２
階
講
座
室

送
迎　

日
程
に
よ
り
各
地
区
の
送

迎
対
応
が
可
能
で
す
。
ご
希
望
の

か
た
は
、
申
込
み
時
に
送
迎
の
希

望
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

講
師　

め
ぐ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
板
倉　

服は
っ
と
り部
優ゆ
う

子こ　

介
護
福
祉
士

内
容　

椅
子
に
座
っ
て
行
う
自
分

の
体
重
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
っ
た

運
動
や
認
知
症
予
防
の
た
め
の
脳

ト
レ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対
象
者　

主
治
医
に
運
動
を
禁
じ

ら
れ
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
か
た

募
集
人
数　

各
日
程
15
人

受
付
開
始　

８
月
21
日
㈬　

午
前

８
時
30
分

申
込
み
・
問
合
せ　

包
括
支
援
係

82

－

６
１
３
５

　

定
期
予
防
接
種
は
、
対
象
者
や

接
種
期
間
が
法
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
、
対

象
年
齢
の
か
た
は
無
料
で
接
種
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
子
健
康

手
帳
を
確
認
し
、
受
け
て
い
な
い

予
防
接
種
が
あ
る
場
合
は
、
夏
休

み
を
利
用
し
、
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
。予
診
票
が
な
い
か
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
対
象
者

○
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
２
期
）

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の
年
長
児

の
期
間

○
日
本
脳
炎
（
２
期
）

９
歳
以
上
13
歳
未
満

○
二
種
混
合

11
歳
以
上
13
歳
未
満

○
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

小
学
校
６
年
生
〜
高
校
１
年
生
相

当
の
女
子

※
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
25

年
４
月
１
日
生
の
女
性
は
、
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に
限

り
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象
者

で
す
。
希
望
す
る
場
合
は
、
予
診

票
を
発
行
し
ま
す
の
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
３
回
の
接
種
を
完
了

す
る
に
は
、
６
か
月
程
度
か
か
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
早
め

に
接
種
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
推
進
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

82

－

３
７
５
７

　

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
を
満
た
し
て

い
て
、
未
受
給
の
か
た
は
、
申
請

健　
　

康

健　
　

康

し
て
く
だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
に
よ
り
、
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当

対
象　

18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

り
、
か
つ
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
児
童
を
監
護
す
る
母
子
家
庭

な
ど
の
母
、
監
護
し
生
計
を
同
じ

く
す
る
父
子
家
庭
な
ど
の
父
ま
た

は
養
育
者

○
父
母
が
離
婚

○
父
ま
た
は
母
が
死
亡

○
父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
者

○
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
不
明

○
父
ま
た
は
母
か
ら
一
年
以
上
遺
棄

○ 

父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
Ｄ

Ｖ
保
護
命
令
を
受
け
た

○
父
ま
た
は
母
が
一
年
以
上
拘
禁

○
未
婚
の
母
の
子

○
孤
児
な
ど
父
母
が
不
明

手
当
額
（
月
額
）

１
０
，７
４
０
円
〜
４
５
，５
０
０

円現
況
届
の
提
出

　

既
に
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を

受
け
て
い
る
か
た
は
、
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
の
か
た

に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
持
参
し
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

８
月
１
日
㈭
〜
15
日
㈭

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当

対
象　

20
歳
未
満
の
精
神
も
し
く

は
身
体
に
一
定
の
障
害
の
あ
る
児

童
を
監
護
す
る
父
母
ま
た
は
養
育
者

手
当
額
（
月
額
）

○
１
級 

５
５
，３
５
０
円

○
２
級 

３
６
，８
６
０
円

所
得
状
況
届
の
提
出

　

既
に
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
い
る
か
た
は
、
所
得
状
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
対
象
の

か
た
に
は
通
知
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
必
要
書
類
を
持
参
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

８
月
９
日
㈮
〜
23
日
㈮

申
込
み
・
問
合
せ

○
児
童
扶
養
手
当

　

子
育
て
支
援
係

82

－

６
１
３
４

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

社
会
福
祉
係

82

－

６
１
３
３

健
康
の
鉄
人
教
室
⑤

お
口
の
健
口
ケ
ア
教
室

家
族
介
護
を
語
ろ
う
会

夏
の
部

ア
ク
テ
ィ
ブ
教
室　

９
月
期

日程 送迎地区

９月４日㈬ 北・東

９月11日㈬ 西・南

送迎地区以外の送迎は
できません。

夏
休
み
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

く　

ら　

し

く　

ら　

し

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

【広告】【広告】【広告】

ペットボトルの処理方法

問合せ　環境下水道係　　 ８２－６１３２

捨てれば「ごみ」、分ければ「資源」

　夏は、ペットボトルが多く捨てられます。きちんと
出すことで、「ごみ」ではなく貴重な「資源」となります。
■出す前にやっていただきたいこと

Ｑ：なぜふたとラベルを取るの？

Ａ： 素材が異なるためです。ボトル本体はペットボト
ルとして、ふたとラベルは容器包装プラスチック
として出してください。

Ｑ：なぜ中身をすすぐの？

Ａ：虫が集まることを防ぐほか、リサイクル過程にお
　　ける洗浄を少なくするためです。

Ｑ：なぜつぶすの？

Ａ： ごみ集積場所において、少ないスペースで済むよ
うにするためです。

※ 全てに共通して、リサイクルをしやすくするための
ひと手間です。

◆出し方（主に以下の３種類です）

①ごみステーションに出す
　資源ごみの収集日に、指定ネットに入れてください。
②公民館に出す
　各公民館に設置されている収集用ネットに入れてく
ださい。
③スーパーなどの店頭回収を利用する
　各店舗のルールに従って利用してください。

　町で回収したペットボトルはリサイクル業者に売却
しています。令和５年度は約40トンを回収し、約79万
円となりました。

ラベルを取る 中身をすすぐ つぶすふたを取る
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法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
８
月
21
日
㈬

か
ら
27
日
㈫
ま
で
の
一
週
間
を
全

国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間
と
し
て
、
い
じ
め
や
体

罰
、
虐
待
な
ど
、
こ
ど
も
の
人
権

に
関
す
る
相
談
の
取
扱
時
間
を
延

長
し
ま
す
。

　

相
談
は
、
電
話
の
ほ
か
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
こ
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
と

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
、
秘

密
は
固
く
守
り
ま
す
。

受
付
時
間

月
〜
金
曜
日　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
７
時

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後

５
時

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

０
１
２
０

－

０
０
７

－

１
１
０

（
通
話
料
無
料
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ
ん
け
ん
相
談

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
「
Ｓ

Ｎ
Ｓ
人
権
相
談
」
を
友
だ
ち
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　

邑
楽
館
林
施
設
園
芸
等
担
い
手

受
入
協
議
会
で
は
、
本
格
的
に

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
取
り
組
む
熱
意

あ
る
か
た
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
件　

邑
楽
館
林
地
域
に
居

住
し
就
農
で
き
る
か
た

募
集
人
数　

若
干
名

申
込
期
限　

９
月
17
日
㈫

現
地
説
明
会　

９
月
21
日
㈯

※
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
の
農
業
体
験
を

10
月
に
実
施
予
定
で
す
。
農
業
体

験
後
に
面
接
を
実
施
し
、
農
家
で

の
実
践
的
研
修
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

邑
楽
館
林
施
設
園
芸
等

担
い
手
受
入
協
議
会
事
務
局
（
邑

楽
館
林
農
業
協
同
組
合　

園
芸
企

画
課
内
）

０
２
７
６

－

７
３

－

４
９
９
１

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、

税
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働

く
職
員
（
国
家
公
務
員
）
を
募
集

し
ま
す
。

受
験
資
格　

令
和
６
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
大
学
な
ど
（
短
期
大

学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
最
も
古

い
日
か
ら
起
算
し
て
、
８
年
を
経

過
し
た
か
た

第
一
次
試
験
日　

９
月
29
日
㈰

第
二
次
試
験
日　

11
月
２
日
㈯
、

３
日
㈰
、
４
日
㈪
、
９
日
㈯
、
10 

日
㈰
で
指
定
す
る
１
日

第
三
次
試
験
日　

11
月
下
旬
ま
た

は
12
月
上
旬
で
指
定
す
る
１
日

採
用
予
定
数　

約
１
０
０
人

申
込
み　
【
原
則
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
申
込
み

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

申
込
期
限　

８
月
13
日
㈫
（
受
信

有
効
）

問
合
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関

す
る
問
合
せ

人
事
院
人
材
局
試
験
課

03

－

３
５
８
１

－

５
３
１
１

○
右
記
以
外
の
問
合
せ

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試

験
係０

４
８

－

６
０
０

－

３
１
１
１

募
集
職
種　

事
務
員
若
干
名

受
験
資
格　

日
本
国
籍
が
あ
り
、

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
、
高
等
学
校
卒
業
（
卒
業
見
込

み
を
含
む
）
以
上
の
学
歴
を
有
し

て
い
る
か
た

第
一
次
試
験
日　

10
月
27
日
㈰

試
験
内
容　

職
務
能
力
試
験
・
職

務
適
応
性
検
査
・
作
文

受
験
提
出
書
類

○
受
験
申
込
書
・
履
歴
書
・
受
験

票
（
こ
れ
ら
は
館
林
衛
生
施
設
組

合
で
配
布
す
る
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

○
最
終
学
校
卒
業
（
見
込
み
）
証

明
書

○
返
信
用
封
筒
（
宛
名
を
明
記
し
、

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
角
型
２

号
封
筒
）

受
付
期
間　

９
月
２
日
㈪
〜
９
月

30
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝

日
を
除
く
）

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

申
込
み
・
問
合
せ　

館
林
衛
生
施

設
組
合
事
務
局
総
務
課

０
２
７
６

－

72

－

１
６
２
４

　

創
業
す
る
た
め
に
必
要
な
基
本

的
ノ
ウ
ハ
ウ
と
創
業
後
の
顧
客
獲

得
方
法
や
売
上
ア
ッ
プ
の
た
め
の

極
意
を
学
ぶ
「
ぐ
ん
ま
創
業
ス

ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

10
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日
・
11
月
３
日
（
全
て
日

く　

ら　

し

く　

ら　

し

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の
人
権

相
談
」
強
化
週
間

曜
日
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

群
馬
県
商
工
連
会
館
（
前

橋
市
関
根
町
３

－

８

－

１
）

対
象　

原
則
１
年
以
内
に
県
内
で

創
業
を
予
定
し
て
い
る
か
た
や
、

起
業
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
か
た

（
全
日
程
の
受
講
を
前
提
）

定
員　

40
人
（
応
募
多
数
の
場
合

は
締
切
後
選
考
）

受
講
料　

無
料

主
催　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

申
込
み　

群
馬
県
商
工
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
９
月
６
日
㈮
ま

で
に
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
郵

●●●●●まちの動き●●●●●
人　口 １３，５４０人（－19）
　 うち外国人 ６２５人（＋４）
　　男 ６，８１７人（－３）
　　女 ６，７２３人（－16）
世帯数 ５，９３７戸（－３）
（　）内は前月比　令和６年７月１日現在

●●●事故と犯罪の発生状況●●●
６月１日～６月30日

　　　　　　　　　　　累計　　前年比
　人身事故 １件（12件）　＋１
　物件事故 14件（102件）＋24
　侵入窃盗 ０件（12件）　＋４
　乗物盗難 ０件（３件）　－２
　詐　　欺 １件（２件）　　０
　住居侵入 ０件（２件）　　０
　その他の事件 ５件（25件）　－６
　（　 ）内は令和６年１月からの累計

○町ホームページ
https://www.town.itakura.gunma.jp/

●●●●●今月の税金●●●●●
納税は口座振替が便利です
町県民税（２期）
国民健康保険税（２期）
介護保険料（２期）
後期高齢者医療保険料（２期）
問合せ　収税係
８２－６１２９

○ 納付書のかたはコンビニ、auPAY、d払い、
LINEPay、PayPayでも納められます

キ
ュ
ウ
リ
栽
培
新
規
就
農
者

募
集

　

野
木
町
（
栃
木
県
）

　

野
木
町
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り

　

お
は
や
し
、
盆
踊
り
や
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
模
擬
店
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

日
時　

８
月
24
日
㈯

午
後
５
時
〜
８
時
15
分

場
所　

野
木
町
公
民
館

前
駐
車
場

問
合
せ　

野
木
町
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係

０
２
８
０

－

57

－

４
１
８
８

　

栃
木
市
（
栃
木
県
）

　

夏
に
た
の
し
む
器

　

竹
の
か
た
ち
×
陶
の
い
ろ

　
「
夏
に
た
の
し
む
器
」
を
テ
ー
マ
に

竹
籠
の
形
や
陶
磁
器
に
絵
付
け
さ
れ
た

色
に
注
目
し
ま
す
。
竹
工
芸
で
は
二
代

飯
塚
鳳ほ

う

齋さ
い

、
飯
塚
琅ろ

う

玕か
ん

齋さ
い

な
ど
飯
塚
一

門
、
陶
芸
で
は
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
人
間
国
宝
）
に
認
定
さ
れ
た
加
藤

土は

師じ

萌め

ら
の
茶
碗
や
水
滴
な
ど
約
80
点

を
展
示
し
ま
す
。

期
間　

９
月
23
日
（振休）
ま
で

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

観
覧
料　

一
般
８
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

問
合
せ　

栃
木
市
立
美
術
館

０
２
８
２

－

25

－

５
３
０
０

　

小
山
市
（
栃
木
県
）

　

第
13
回
小
山
の
日
本
一
ビ
ー
ル
ま
つ
り

　

小
山
産
の
農
産
物
を
つ
ま
み
に
、
小

山
産
の
ビ
ー
ル
麦
を
使
用
し
た
美
味
し

い
ビ
ー
ル
を
味
わ
え
ま
す
。

日
時　

９
月
６
日
㈮　

午
後
５
時
30
分

〜
９
時
・
７
日
㈯　

正
午
〜
午
後
９
時

場
所 

小
山
御
殿
広
場

価
格　

前
売
券
２
，０
０
０
円
（
５
枚

つ
づ
り
）、当
日
券
５
０
０
円

（
１
枚
）

問
合
せ　

小
山
市
観
光
協
会

０
２
８
５

－

30

－

４
７
７
２

　

加
須
市
（
埼
玉
県
）

　

早
起
き
し
て
、

　

オ
ニ
バ
ス
を
観
に
行
こ
う
！

　

加
須
市
内
に
は
県
内
唯
一
の
オ
ニ
バ

ス
の
自
生
地
が
あ
り
、
例
年
８
月
い
っ

ぱ
い
ま
で
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

開
花
は
早
朝
か
ら
昼
頃
ま
で
と
短
く
、

午
後
に
は
花
を
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

８
月
24
日
㈯
に
は
、
オ
ニ
バ
ス
フ
ェ
ス

タ
を
開
催
し
ま
す
。
オ
ニ
バ
ス
の
生
育

状
況
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
詳
細
は
加
須

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

８
月
中

場
所　

加
須
市
飯
積
地
内
（
北
川
辺
総

合
支
所
か
ら
東
へ
約
９
０
０
ｍ
）
※
駐

車
場
あ
り

問
合
せ　

加
須
市
物
産
観
光

協
会
北
川
辺
支
部

０
２
８
０

－

62

－

２
１
１
１

　

古
河
市
（
茨
城
県
）

　

夢
あ
ん
ど
ん
と
夕
涼
み

　

幻
想
的
な
あ
ん

ど
ん
の
明
か
り
と

共
に
、
夜
風
に
当

た
り
な
が
ら
、
周

辺
散
策
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

日
時　

８
月
14
日

㈬
・
15
日
㈭

午
後
６
時
〜
８
時

場
所　

古
河
歴
史
博
物
館
周
辺

問
合
せ　

古
河
歴
史
博
物
館

０
２
８
０

－

22

－

５
２
１
１

関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報
関東どまんなか
サミット情報

登録はこちら

国
税
庁　

経
験
者
採
用
試
験

（
国
税
調
査
官
級
）

館
林
衛
生
施
設
組
合

職
員
採
用
試
験

ぐ
ん
ま
創
業
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

送
に
て
申
込
み

問
合
せ　

板
倉
町
商
工
会

82

－

０
２
２
４

日
時　

９
月
19
日
㈭　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

お
う
ら
の
森
（
邑
楽
町
中

野
３
９
２
４

－

１
）

テ
ー
マ　

鉢
で
楽
し
む
オ
リ
ー
ブ

の
品
種
と
育
て
方

第
11
回
緑
化
講
座

募
集
人
数　

30
人

受
付
開
始　

９
月
２
日
㈪　

午
前

８
時
30
分
（
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
）

費
用　

無
料

※
お
う
ら
の
森
で
は
、
毎
週
木
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
10
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
「
緑
の
相
談
室
」

を
開
設
し
て
、
庭
木
の
作
り
方
な

ど
の
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
講
座
は

「
群
馬
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
携
講
座
」

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

お
う
ら
の
森
（
旧
群
馬

県
緑
化
セ
ン
タ
ー
）

88

－

７
１
８
８



（11） （10）Ｒ６．８．１

▼
野
菜
即
売
会

日
時　

８
月
11
日
㈷　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分
（
商
品
が

な
く
な
り
次
第
終
了
）

場
所　

松
沼
南
駐
車
場
入
口
広
場

（
館
林
市
松
沼
町
）

▼
太
極
拳
教
室
③

日
時　

８
月
17
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

前
多
目
的
広
場（
館
林
市
松
沼
町
）

費
用　

５
０
０
円

持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
運

動
靴
（
上
履
き
）

▼
き
ん
ぎ
ょ
す
く
い

日
時　

８
月
24
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

場
所　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

付
近

対
象　

小
学
生
（
３
年
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

費
用　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ

ル
、
熱
中
症
対
策

問
合
せ　

県
立
館
林
多
々
良
沼
公

園
管
理
事
務
所

56

－

９
９
７
８

募
集
人
数

セ
レ
ク
ト
ス
キ
ル
科
（
機
械
・

C
A
D

・

D
X
モ
デ
リ
ン
グ
）　

10
人

溶
接
板
金
科　

５
人

選
考
日　

９
月
27
日
㈮

訓
練
期
間　

10
月
９
日
㈬
〜
令
和

７
年
３
月
26
日
㈬

費
用　

無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
な
ど
自
己
負
担
あ
り

募
集
期
間　

８
月
19
日
㈪
〜
９
月

25
日
㈬

問
合
せ　

栃
木
県
立
県
南
産
業
技

術
専
門
校

０
２
８
４

－

91

－

０
８
０
３

○
放
送
大
学
で
は
、
10
月
入
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
１
０
０
歳
代
の
幅
広

い
世
代
、
約
８
万
５
千
人
の
学
生

が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が

あ
り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
視
聴
、
講
師
か
ら
直
接
受

け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

○
心
理
学
・
福
祉･

経
済
・
歴

史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業

科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取

得
で
き
ま
す
。

○
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
２
，０
０
０
円
（
入
学
金
は
別
）。

半
年
ご
と
に
学
ぶ
科
目
分
だ
け
の

授
業
料
を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

○
全
国
に
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た
る

学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面

接
授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
開

講
や
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
資
料
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

出
願
期
限

第
一
回　

８
月
31
日
㈯

第
二
回　

９
月
10
日
㈫

問
合
せ　

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ

ン
タ
ー

０
２
７

－

２
３
０

－

１
０
８
５

く　

ら　

し

く　

ら　

し

県
立
多
々
良
沼
公
園

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

栃
木
県
立
県
南
産
業
技
術
専
門
校

10
月
受
講
生
募
集

放
送
大
学

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ
ク
は
ナ
ン
バ
ー
の
登
録

が
必
要
で
す

　

ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ

ク
は
、
一
般
原
動
機
付
自

転
車
ま
た
は
自
動
車
と
し

て
の
交
通
ル
ー
ル
（
無
免

許
運
転
の
禁
止
、
歩
道
走

行
不
可
、
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
装
着
義
務
な
ど
）
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
装
着
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
購
入
の

際
は
役
場
で
登
録
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ペ
ダ
ル
付
き
電
動
バ
イ
ク
と
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
車
両

の
こ
と
で
す
。

○
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
ア
シ
ス
ト
比
率
の
基
準
を
超
え
る
も
の

○
ス
ロ
ッ
ト
ル
が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
モ
ー
タ
ー
の
み
で
走
行
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の

※
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
る
も
の

　

型
式
認
定
を
受
け
「
T
S
マ
ー
ク
」
が
付
い
て
い
る
電
動
ア
シ
ス
ト

自
転
車
に
は
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
T
S
マ
ー

ク
が
付
い
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

住
民
税
係

82

－

６
１
２
７

板倉の夏を涼しく～クールシェアを意識しましょう～

　夏の暑い日は家庭の電気使用量の半分
以上をエアコンが占めています。複数台
のエアコン使用をやめ、なるべく一つの
部屋に家族が集まる工夫をしたり、商業
施設などの涼しい場所で過ごしたり、１
人あたりのエアコン使用を見直すことが
クールシェアの考え方です。公共交通機
関などを利用しての外出と街中でのひと
涼みで、ＣＯ２削減と熱中症予防にもな
ります。ぜひ、クールシェアを意識しま
しょう。

　例えば３台のエア
コンをつけていたら
２台を止め、一部屋
に集まり家族団らん
で過ごしましょう。

　自宅のエアコンを
止め、ご近所のお宅
に集まってご近所同
士のコミュニケー
ションのきっかけに
しましょう。

　木陰や水辺といっ
た、自然が多く涼し
い場所に行き、ゆっ
たりとした時間を過
ごしましょう。

　商業施設やカフェ
など、身近にある涼
しい場所に集まって、
楽しい時間を過ごし
ましょう。

　一般的に省エネを目的として、冷房環境を共有するための場所でこれまで涼みどころとし
ても提供されてきた、屋外を含む施設のことをクールシェアスポットといいます。クールシェ
アスポットは下記サイトから探すことができます。

ECOぐんま（PCサイト）　　https://www.pref.gunma.jp/site/eco/647557.html 

問合せ　環境下水道係　 ８２－６１３２

ECOぐんま


